
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和２年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５ 最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示
したマイプランの成果指標を達成
した教職員の割合が８０％以上。

・学力向上対策シートの共通実践を校
内研究の取組と関わらせることで、マイ
プランの取組を促進し、成果指標の達
成を目指す。

B

・マイプランの取組で、成果指標を
６～７割の職員が達成できている。
・今後も校内研究と関わらせ、マイ
プランの取組を促進し、質的向上を
目指す。 B

・「授業づくりのステップ」の自己
チェックシートにおいて、全職員が
取組当初よりステップアップでき
た。
・県学習状況調査を活用して職員
研修を行い、指導改善に取り組ん
だ。「思考・判断・表現」において全
学年とも正答率が県平均を下回っ
たので、研修を生かし学習状況の
改善を図っていきたい。

A

・調査の結果がよくなかったとのこ
とであるが、改善の取組には一生
懸命取り組まれており、結果がすぐ
に表れるものでもないので評価はA
でよいのではないか。
・結果が思わしくなかったことに対し
ては、しっかりと原因を究明し、解
決に向けての手立てをとることで、
今後につなげてほしい。

山崎

○多良小学校教育の質的改善 ○教職員アンケートで「ペアで取
り組む授業研究は自らの指導力
向上に役に立ったか」について肯
定的に回答した教職員の割合が
８０％以上。

・「授業づくりのステップ１・２・３」やチェッ
クリスト、教育センターの「小学校算数科
の授業の質的改善」コンテンツを活用し
て、全教職員が年間４回程度のペアで
取り組む授業研究を行う。 A

・約８割の職員が「授業づくりのス
テップ１・２・３」を意識して、日々の
授業を行っており、90％以上の職
員がペアで取り組む授業研究を肯
定的に捉えている。
・コンテンツ等を紹介しながら、さら
に日々の授業力が向上するように
推進していく。

A

・「授業づくりのステップ１・２・３」を
意識して、日々の授業を行っている
職員は89％であり、ペアで取り組む
授業研究を肯定的に捉えている教
職員の割合は100％である。
・全教職員が年間を通して、４回の
ペア研を実施し、自らの課題に沿っ
て、授業改善に取り組んだ。

A

・ベテランの先生方の力をフル活用
するなどして、若手の先生方の授
業力や指導力の向上になお一層努
めてほしい。

鹿嶋

○児童の読書の質・量の向上とコミュ
ニケーション力の育成

○児童アンケートで「読書をする
ことは楽しいか」について肯定的
に回答した児童の割合が７０％
以上。
○児童アンケートで「外国語の授
業で話したり聞いたりする力がつ
いたと思うか」について肯定的に
回答した児童が７０％以上。

・児童の読書の質と量を向上させるため
の朝読書の取組を見直す。
・魅力的な図書室づくりを通して、児童の
読書への意欲を高める。
・外国語活動、外国語科の授業を通し
て、児童のコミュニケーション力を育成
する。 B

・児童アンケートの結果はいずれも
約80％が肯定的に回答している。
・朝読書は定着してきているが、読
む本の約束は再確認が必要であ
る。
・読書量が少ない児童には、図書
館のイベントなどを通して、今後も
意欲喚起をしていきたい。
・外国語の授業では、「話す・聞く」
活動を中心に、コミュニケーション
力を育成することができている。

A

・「読書の約束」カードを活用して、
朝読書は落ち着いて取り組むこと
ができている。
・「読書をすることは楽しいか」につ
いて肯定的に回答した児童の割合
は80％である。
・外国語の授業では、児童のコミュ
ニケーション能力の育成が図られ
ており、「外国語の授業で話したり
聞いたりする力がついたと思うか」
について肯定的に回答した児童は
90％である。

A

・県学習状況調査を見ても、算数の
問題で国語力を問われているよう
な感もあり、日頃の読書もとても大
切であると思うので、子どもたちが
家庭でも読書に親しむことができる
ような手立てを工夫してほしい。 井上、林

江口、（楠田）

●児童生徒が、自他の生命を尊重す
る心、他者への思いやりや社会性、
倫理観や正義感、感動する心など、
豊かな心を身に付ける教育活動

◯児童アンケートで「人権集会で
人権について深く考えることがで
きたか」について肯定的に回答し
た児童の割合が８０％以上。
○教職員アンケートで「年間を通
して豊かな心を育む道徳の授業
を実施できたか」について肯定的
な回答をした教職員の割合が９
０％以上。

・人権意識を高める人権集会等の取組
の充実を図る。
・前年度までの研究成果を生かして、豊
かな心を育む道徳の授業を毎週確実に
実施する。

B

・児童アンケートの結果は約80％、
教職員アンケートの結果は75％が
肯定的な回答である。
・全校児童の声を人権集会に反映
させるため、「友だちをつくるために
どうしたらいいか」「あなたがいじめ
を見かけたらどうしますか」と全校
児童に尋ねて、人権の話につなげ
ていった。
・人権意識を高めるために、人権集
会の在り方について、代表委員会
の議題に取り上げた。
・昨年度までの研究成果を生かし
て、豊かな心を育てる道徳の授業
を毎週確実に実践している。

A

・教職員アンケートで「年間を通して
豊かな心を育む道徳の授業を実施
できたか」に肯定的な回答をした教
員の割合は100％であった。年間を
通して、計画的に道徳の授業実践
が行われていた。
・児童アンケートで「人権集会で人
権について深く考えることができた
か」について肯定的に回答した児
童の割合89％であった。人権集会
を開くために、代表委員会の議題
に取り上げて、人権意識を高めるよ
うに工夫してきたので、学級のめあ
てや読み聞かせ、全校合唱など工
夫されたものになった。

A

・大切なことであるので、今後も続
けていってほしい。

森山
井上

●いじめの早期発見、早期対応体制
の充実

○教職員アンケートで「いじめ防
止等（いじめの定義、いじめの防
止等のための取組、事案対処
等）について組織的対応ができて
いるかについて肯定的に回答し
た教職員７０％以上。

・いじめ早期発見・早期解決のためのマ
ニュアルを点検し、毎週連絡会で実態把
握を行う。
・いじめの対応についての実効性のある
研修を年間に２回以上行うとともに、気
になる児童についての共通理解をこま
やかに行う。
・いじめの早期発見につながるように、
毎月実施する「心のアンケート」の内容
を改善する。

B

・教職員アンケートの結果は90％以
上が肯定的回答である。
・マニュアルを点検し、いじめ事案
やいじめにつながる事象などを毎
週連絡会で把握している。
・職員研修では「いじめの基本的な
考え方」を共通理解し、動画教材を
紹介した。３学期にいじめ防止につ
いての研修会を予定している。
・心のアンケートの内容を一部変更
し、いじめの早期発見につながるよ
う状況を把握できるようにした。

A

・教職員アンケートで「いじめ防止
等について組織的対応ができてい
るかについて肯定的に回答した教
職員は92％である。
・３学期に「法によるいじめの積極
的認知に係る研修会」を実施し、改
めていじめの定義について確認す
るとともに、アンケートを実施し、積
極的に認知を行い、学級担任を中
心として組織的に指導に当たること
ができた。

A

・きめ細やかに対応してもらってい
ることはよいことであるが、子ども
同士の些細なトラブルに教員が介
入しすぎることで、逆に問題が大き
くなったり、子どもたちが自分で解
決する力を失ったりすることがない
ように気を付けてほしい。 小野原、溝口

◎児童生徒が夢や目標をもち、その
実現に向けて自ら考えて取り組もうと
するための教育活動

◎児童アンケートで「将来の夢や
目標をもっている」について肯定
的な回答をした児童の割合が７
０％以上。
◎児童アンケートで「自ら考えて
自学ノートに取り組むことができ
ているか」について肯定的に回答
した児童の割合が８０％以上。

・学級活動において、将来の夢や目標に
ついて考え、そのための行動を促すよう
な機会を設ける。
・児童が自ら考えて取り組む自学ノート
の取組を行う。
・学校行事や日々の生活場面で児童自
身が考え判断できるような場を多く設け
る。

A

・児童アンケートの結果はいずれも
80％の児童が肯定的に回答してい
る。
・「自学ノートの約束」の配布と自学
コーナーの設置したことで、アン
ケートでは、約80％の児童が自分
で考えて自学ノートに取り組むこと
ができていた。何をしたらいいのか
分からない児童に対して、自学の
見本となるプリントを作成し、配付し
ていきたい。

A

・低学年を除き全ての学級でキャリ
アパスポートの取組ができた。
・児童アンケートで「将来の夢や目
標をもっている」について肯定的な
回答をした児童の割合が88％で
あった。
・自学コーナーの設置や自学プリン
トの配付を行った。児童アンケート
で「取り組む内容や取り組み方を自
分で考えて自学ノートに取り組むこ
とができているか」について肯定的
な回答をした児童が90％であった。

A

特に意見なし。

大石
貞方

◯望ましい生活習慣や食習慣の育
成と安全に関する意識の向上

◯児童アンケートで「校内で落ち
着いた生活を送ることができてい
るか」「登校班で協力して、安全
に登校することができているか」
「無言掃除に取り組むことができ
ているか」「時間を意識してみん
なで協力し、楽しく給食をとってい
るか」について肯定的に回答した
児童の割合が８０％以上。
◯残食が前年を下回る。

・校内での落ち着いた生活や登校班で
の安全な登校を促すための取組を行
う。
・児童が自覚して無言掃除に取り組むこ
とができるような取組を行う。
・給食におけるスムーズな準備・後片付
けと食べる時間の確保、残食０を目指し
た取組を行う。

A

・児童アンケートの結果はいずれも
80％を上回る児童が肯定的な回答
をしている。
・給食の時間に、毎日全教室校を
回って、声をかけている。準備や片
付けも以前より時間が短縮されて
いる。時間に間に合わなかった児
童は、１か所に集め、一緒に食べ、
最後の児童と一緒に片づけてい
る。運搬車が来る前に、全員が食
べてしまうようになっている。意識
化が進み、残食は前年を下回り、
ほぼ毎日０になっている。
・登校班チェックシートを活用し、毎
月の登校状況を確認できている。
また、長期休み前後は地区児童会
を開き、休み中の交通マナーや過
ごし方を確認している。

A

・児童アンケートで「校内で落ち着
いた生活を送ることができている
か」「登校班で協力して、安全に登
校することができているか」「無言
掃除に取り組むことができている
か」「時間を意識してみんなで協力
し、楽しく給食をとっているか」につ
いて肯定的に回答した児童の割合
はいずれも85％以上であったが、
廊下や室内での落ち着きがやや不
足していたり、無言で掃除できな
かったりする児童がいるので、今後
も指導を継続していく
・給食の残食は引き続き、毎日ほ
ぼ０の状態である。

A

・落ち着いた生活を送ることや登下
校の安全は大切なことであるので、
これからも継続して取り組んでもら
いたい。

小野原
中村
武冨
南川（加田）
太田

○児童の心身の成長を促す運動会
の実施

◯児童アンケートで「運動会を通
して、心身の成長を感じることが
できたか」について肯定的に回答
した児童の割合が８０％以上。
◯運動会の練習期間及び当日
の体調不良者数が前年度を下回
る。

・運動会における異学年交流を意図した
レクレーション走の実施。
・児童の健康に配慮して運動会に向け
ての取組や運動会当日のプログラムを
見直す。 A

・コロナウイルス対策のため、運動
会の開催時期を5月から10月に変
更した。競技も午前中としたため、
練習期間含め当日も熱中症等によ
る体調不良者は前年度を下回っ
た。
・異学年交流によるレクレーション
走の実施を行った。その結果、競
技説明や練習が効率よく行えた。

A

・運動会を通して、心や体が成長し
たと感じることができたかについ
て、88%の児童が肯定的な回答をし
ていた。
・来年度は、運動会後に、もう少し
詳細なアンケートを実施して、目標
の実現状況を把握する。

A

・従前の取組を踏襲するのではな
く、スクラップ＆ビルドを重ねなが
ら、よりよい取組にしてほしい
・学校行事を点検することは大切で
ある。このことが働き方改革にもつ
ながる。

田中、川浪

●業務効率化の推進と時間外勤務
時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間
外在校等時間の上限を遵守す
る。

・定時退勤日の設定と徹底を図る。
・校務サーバーの教材フォルダに全学
年の教材を集約・整理し、共有データの
活用を図る。
・校内研究の進め方を見直し、研究のま
とめの簡素化を図る。
・５Ｓを徹底し、効率的に働くことができ
る職場環境をつくる。

B

・今年度、時間外在校時間の上限
を7時までと設定し、90％以上が意
識して取り組むことができている。
・定時退勤日については、水曜日
に設定しているが達成率が低い現
状にある。
・校内研究は、各学年グループや
ペアを単位として取り組むため全体
会が減り、教員の自主的な授業改
善の意識が出てきている。

A

・引き続き、時間外在校時間の上
限を遅くとも7時までと設定し、90％
以上が意識して取り組むことができ
ている。
・定時退勤日については、金曜日
に変更したことで、達成率を上げる
ことができた。
・校内研究は、各学年グループや
ペアを単位として取り組み、全体で
集まることを少なくしたことで、情報
共有には課題が残ったが、教員の
主体的な授業改善の意識は高まっ
た。

A

・教員の仕事が若い人にとって、よ
り魅力ある仕事となるように、働き
方改革はとても大切なことであるの
で、引き続き、推進してほしい。

校長
教頭
山田
眞﨑

○職場における危機管理意識の向
上

○教職員アンケートで「校務の内
外を問わず、危機管理意識を
もって行動しているか」について
肯定的に回答した教職員の割合
が１００％。
◯年間を通して、教職員による交
通加害事故などの信用失墜行為
０。

・毎月末に「ゼロの日」を設定し、自らの
職務を見直し、危機管理意識を向上を
図る。
・危機管理ファイルを活用して、日常的
に危機管理に対する意識化を図る。
・より実効性が高い服務研修を実施す
る。 A

・教職員アンケートは100％であっ
たが、8月に軽微な加害事故が発
生。
・「ゼロの日」で、自分の自動車運
転や職務の振り返りを行うことで、
交通事故や指導の在り方等、教職
員としての危機管理意識が高まっ
ている。
・教職員に係る事例等、迅速に伝
達配布し、危機管理ファイルに保存
させているので高い倫理観を維持
している。

A

・本校教職員の交通事故０や道路
交通法違反や体罰等の不祥事が
なかったことは、教職員の意識が
高まっていることの証である。教職
員アンケートで「校務の内外を問わ
ず、危機管理意識をもって行動して
いるか」について肯定的に回答した
教職員の割合は１００％であった。
・実際の事例をもとに教職員に周
知し、指導徹底ができた。危機管理
ファイルに配付資料をファイリング
させることで学校全体の危機管理
への意識レベルを高めている。

A

・特に意見なし。

校長
教頭

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○教員の特別支援教育に対する専
門性と意識の向上

○教職員アンケートにおいて、
「特別支援教育に関する専門性
が向上したか」「特別支援的な配
慮を心掛けているか」について肯
定的に回答した教職員の割合が
５０％以上。

・特別支援教育に関する研修会を２回実
施し、若手教員が通常学級での対応に
役立つ内容と気になる児童を取り上げ
ての事例研究に取り組む。
・ケース会議を開催し、関係教職員での
情報共有を密にする。 B

・教職員アンケートにおいて肯定的
な回答をした職員の割合は77％、
92％である。
・夏季休業中に、特別支援教育に
関する研修会を実施した。声のか
け方等の具体的な支援については
で参考になった。
・来年度、入級予定の児童の支援
会議を保護者、適応教室、学校が
参加し、表を作り上げ、確認しなが
ら支援にあたっている。

A

・教職員アンケートにおいて、「特別
支援教育に関する専門性が向上し
たか」に肯定的に回答した教職員
の割合は92％であった。また、「特
別支援的な配慮を心掛けている
か」に肯定的に回答した教職員の
割合は96％であった。次年度は、
通常学級における配慮がなお一
層、充実するように取り組む。

A

・これから大切なことであると思うの
で、さらに充実を図ってほしい。

太田

◯特別支援学級を中心とした特別支
援教育の充実

◯担当する教員の見取りで、対
象児童の集中できている時間の
伸びが見られる。
◯担当する教員の見取りで、学
級の中で授業に集中できる児童
が増える。

・１年生を中心に、発達障害もしくはその
傾向が認められる児童の学習に対する
集中力を高め、学習効果を高める取組
を行う。

B

・今年度入学の特別支援学級児
は、文字、暗算での計算ができるよ
うになり、学力がつき、安定してい
る。
・通常学級の発達障害傾向がある
児童については、時折、取り出し指
導をしたり、放課後の宿題支援をし
たりして、支援をしているところであ
る。

A

・今年度入学の特別支援学級児
は、学力が定着しており、生活面、
情緒面も安定している。
・通常学級の発達障害傾向がある
児童については、引き続き、取り出
し指導を行ったり、放課後の宿題支
援をしたりしており、そのことが効果
を上げている児童もいる。

A

・特に意見なし。

太田、武冨
坂口、松尾、野中

○各学級における学級活動（話し合
い活動→実践・体験活動）の充実

○学級活動において、学級独自
の学級会（話し合い活動）を年間
６回以上行う。
○児童アンケートで「学級会に進
んで参加したか」について肯定的
に回答した児童の割合が８０％
以上。

・学校全体で、学級会の進め方、学級会
グッズ等を活用して、会の流れを統一
し、共通実践と常時、学年グループ間で
の情報交換を行う。

B

・児童アンケートの結果は78％で成
果指標にはわずかに及ばない。
・学級会の流れ及び、使用するグッ
ズの統一ができ、学級会や代表委
員会までの進行がスムーズに行わ
れるようになった。
・学級会の結果を教室に掲示でき
ていない学級がある。今後、児童が
いつでも見られるように、結果を掲
示するよう、呼びかける。

A

・学級独自の学級会を平均で年７
回行うことができている。教室内に
学級会コーナーを設けている学級
が増えた。
・学級会の進め方がスムーズにな
り、児童アンケートで「学級会に進
んで参加している」について肯定的
に回答した児童が85％であった。

A

・よりよい学級集団づくりや児童の
自治意識が高まるように、さらに充
実させてほしい。

横山、樋口

◯児童会の委員会活動の活性化 ◯児童の年間振り返りカードの
自己評価で「よくできた」（◎）と評
価した児童の割合が８０％以上。

・振り返りカードを用いて、振り返り活動
（自己評価）を充実させる。
・メッセージボードを設置し、取組に対す
る他の児童からの正のフィードバックを
可視化できるようにする。 B

・振り返りカードによる自己評価は
どの委員会もできている。教師から
のコメント等の取組には温度差が
あり、呼びかける等、取組の充実を
図っていく。
・メッセージボードの設置はできて
いるが児童からのメッセージが増え
ていない。活動のアピールの強化
と記入の呼びかけを行っていく。

B

・振り返りカードの自己評価を行う
ことで新たな課題を見出し、めあて
を設定するなど活動の活性化につ
ながった。
・メッセージボードでの委員会への
励ましやお礼のコメントは、書き込
みが伸びず、効果を上げることがで
きなかった。用紙配付や時間設定
等の手立てが必要だった。

B

・特に意見なし。

大石

○地域・保護者に開かれた
学校づくり

○学校のよさや取組の発信 ○週に２回以上の学校ホーム
ページのお知らせ、イベントギャ
ラリーの更新
○年間を通して、５０号以上の学
校便りを発行する。

・学校ホームページを通して、適時に学
校の情報を発信する。
・学校便りを発行し、学校の取組、児童
の頑張りなどを家庭・保護者に伝える。

A

・イベントギャラリーの更新回数154
回（週平均5.5回）、学校便りは30号
を発行している。（11月20日現在）
学校の教育活動を家庭・保護者に
発信することができている。今後
は、学校ＨＰの認知度をもっと上げ
るようにする。

A

・イベントギャラリーの更新回数210
回（週平均5.4回）、学校便りは40号
を発行している。（2月12日現在）学
校の教育活動を家庭・保護者に発
信することができている。
・保護者アンケートで「学校は、学
校の様子を分かりやすく伝えている
か」について肯定的な回答が
94.5％であった。

A

・保護者への一斉メール等で学校
の様子を発信することもよいのでは
ないか。そのメールから学校HPに
リンクを設定して、見てもらうことも
できるのではないか。
・自分から情報を取りに行く人とそ
うではない人がいるので、そうでな
い人にも見てもらいたい。

校長

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

○特別支援教育の充実

○特別活動の充実

５ 総合評価・

  次年度への展望
・今年度は、学校評価と人事評価だけでなく、校内研究や学力向上の取組なども一元的に取り組むようにしたことで、学校として取り組むことを明確にすることができ、おおよそ目標は達成することができたと考えている。
・次年度に向けての方向性は大きく変えることなく、特別支援教育の充実、特別活動の充実などを下支えとしながら、児童の自己有用感を高め、着実な学力向上を図ることができるようにしていきたい。

●心の教育

●健康・体つくり

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

４ 重点取組内容・成果指標

主な担当者
重点取組

具体的取組
中間評価 最終評価 学校関係者評価

●学力の向上

２ 学校教育目標 「元気いっぱい　　笑顔いっぱい　　ともに学び合う　多良っ子の育成」を実現する。

３ 本年度の重点目標 重点目標➀
目指す子ども像の確かな実現

かしこく（＝ ともに学び合う）
課題を「自分事」としてとらえ、他者と関わりながらよりよく解決を図ろうとする子ども
やさしく（＝ 笑顔いっぱい）
感性が豊かであり、多様な価値を認め、感謝と思いやりの心を体現する子ども
たくましく（＝ 元気いっぱい）
心身の健康を心がけ、元気で生き生きと活動し、粘り強く取り組む子ども

→主に「学力の向上」

→主に「心の教育」

→主に「健康・体つくり」

重点目標②　特別支援教育の充実

重点目標③　特別活動の充実

重点目標④　地域・保護者に開かれた学校づくり
重点目標➄　働きやすい職場環境づくり

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名 太良町立多良小学校

１ 前年度

  評価結果の概要

〇評価項目の各観点では、９観点でＡ、６観点でＢであり、本年度の学校教育目標は概ね達成できたと言える。
〇学校評価アンケートでは、児童・教師ともに昨年度より学校目標に対する意識が高い結果となり、学校目標を意識した生活をしたり、教育活動にあたることができた。
〇道徳教育については、昨年度までの研究の積み重ねを受けて、研究主任を中心にして全員授業体制で授業実践を行うことができた。
〇今年度から導入された「志を高める教育」では、毎時間の授業において、めあての提示・振り返りの発表・ノートの取り方等を学校全体で統一して取り組んだ。今後もどの子にも分かりやすい授業の定着をめざしていく。
〇教育相談月間などの取り組みや気になる児童に関する情報交換を通して児童理解が進んだ。特別支援教育コーディネーターを中心に、日頃から養護教諭、心の相談員やＳＣ、適応指導教室「おれんじ」の職員と連携して支援してきた。不登校児童やその傾
向がある児童などまだたくさんの気になる児童がいるので今後も多くの職員の目で見守っていく。Ｑ－Ｕテスト（２回実施）や心のアンケートを実施しているが、多くのクラスに要支援の児童がいる。よりよい学級集団づくりに関する研修が必要である。
〇特別活動の領域がAとなっているが、たてわり活動や集会活動等を充実させることで、主体的な活動がより促進されたと思われる。担当者による「学級活動」の具体的な提案によりすべてのクラスで学級活動の実践が推進されることが望まれる。
〇多くの体育的行事を計画的に実施することができたが、楽しみながら意欲を持って運動する児童を育てるためにスポーツチャレンジなども活用していく。


